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「何気ない行動にあらわれる 

        上級生としての自覚」 
今週から 1年生が本格的に部活動に参加するようになりました。先月発行の№2 学年

通信では、「上級生としての自覚を持った行動ができていますか？」とありましたが、「上

級生としての自覚をもって行動すること」って、さてどんなことでしょう？ 

たとえば 1年生の子から何かたずねられた時に、親切にわかりやすく説明したり見本

を見せたりすることは大切です。 

 しかし、それだけとは限りません。みんなが意識していなく

ても、１年生は先輩としての君たちの姿を見ています。それは

普段の生活そのものですが、さてどんな姿を１年生に見せてい

るでしょうか。 

 

例えば、授業開始のチャイムがもうすぐ鳴りそうなのに、廊

下でおしゃべりに夢中になっている２年生。そのような姿を、

1 年生の子が見たらどう思うでしょう？ 間に合えばいいんだ

と、だらしない見本になってしまいませんか。 

 

新学期が始まって 1 か月半。少し緊張感が薄らいでいる人はいませんか。授業が始ま

って、礼を終えたにも関わらず、慌てて自分のロッカーに教科の準備物を取りに行って

いる人がいます。係りの仕事でも、翌日の学習予定を、帰り

の学活時に確認に行っている人もいます。 

 

 普段の学校生活で当たり前のことを当たり前にやれるこ

とはとても大切なことです。自分は２年生だ、自分を見てい

る後輩がいる、そういう自覚をして行動の見直しができると

いいですね。 

 

もう一度、今の自分の姿を振り返ってみましょう。 



来週は中間テストだぞ～ 

 今日(18 日)に、1日早く中間テストの発表がされました。2年生で初めての定期テス

トに、去年の反省を活かしつつ、みなさんはどう臨んでいくでしょうか。 

 4 月当初、『先生、今年は勉強がんばるよ。』とか『提出物は、早い目に仕上げるよう

にするわ。』なんていう声をきくと、嬉しく感じるものでした。

しかし、ゴールデンウィークや１年の自然教室、３年生の修

学旅行と学校でも大きな行事が続き、並行して現在は家庭訪

問中。授業も３限で終わり、いつもと違う日常が続きます。 

 このように生活のリズムがいつもと違うと、ふわふわと

おちつかなくなってしまう人もいるようです。何かあっとい

う間に、中間テストになっていたと感じる人もいるのではな

いでしょうか。また２年生はじめてのテストに不安になって

いませんか。そこで、もう一度、テストに向けてどう取り組

んでいくのか、確認しましょう。かといって特別なことは何もありません。ただきちん

とするべきことを根気よく取り組む。それに尽きると思います。 

 

☆テスト勉強中のアドバイス 

その１ 提出物(ワーク類)の有効活用。 

      □ 基本的な問題は、正しく答えよう。 

      □ まちがった問題は、繰り返しやり直そう。 

その２ 覚えることは、手と口と目を使おう。 

      □ 大切な語句を紙にペンで書き、声を出して確認しよう。 

その３ 時間を計画的に使おう。 

       □ 自分の勉強時間をきめて、時間内に終わろう。 

   ☆テスト中のアドバイス 

その１ 組・番号・名前を答案用紙，問題用紙に書く。 
   その２ 問題全体に目を通し、できる問題から解く。 

   その３ 問題文をよく読んで、答え方を考える。 

⇒記号か語句などの答え方に注意する 

    その４ 時間いっぱい粘り強く取り組む 

 

一人ひとりが精いっぱい頑張ることを祈ります。 


